
定期大会の様子

▲▲大会表彰を受けた津幡副会長

災害地見舞と就労者激励に訪れた北信越地協の各県連会長

第一次募集で建設に参加した富山県連のメンバー

今
秋 

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

富
山
県
国
保
団
体
連
合
会
功
労
者
表
彰 

	

丸
田
　
和
重 

氏
（
黒
部
支
部
）

富
山
県
建
築
文
化
賞
（
建
築
功
労
賞
） 

	

城
　
　
良
則 

氏
（
魚
津
支
部
）

富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会
表
彰 

認
定
職
業
訓
練
功
労
者
表
彰	

城
　
　
良
則 

氏
（
魚
津
支
部
）

す
ぐ
れ
た
技
能
者
表
彰	

高
熊
　
　
茂 

氏
（
井
波
支
部
）

　
　
　
〃	

林
　
　
政
夫 

氏
（
八
尾
支
部
）

伝
統
的
技
能
者
表
彰	

澤
田
　
忠
幸 

氏
（
氷
見
支
部
）

射
水
市
技
能
勤
労
者
表
彰	

沖
野
　
満
弘 

氏
（
新
湊
支
部
）

　
　
　
〃	

森
瀬
　
三
郎 

氏
（
射
水
支
部
）

小
矢
部
市
技
能
者
表
彰	

白
井
　
正
義 

氏
（
小
矢
部
支
部
）

10
月
12
日
に
襲
来
し
た
台
風
19
号
は
、

関
東
、
信
越
、
東
北
各
県
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
140
ヶ
所
で
の
河
川
堤

防
の
決
壊
、
災
害
死
亡
者
98
名
、
約
9

万
棟
の
住
宅
浸
水
な
ど
昨
年
の
西
日
本

豪
雨
災
害
を
上
回
る
も
の
と
な
り
、
地

域
イ
ン
フ
ラ
の
崩
壊
に
よ
る
住
民
生
活

や
地
域
産
業
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
今
も
な
お

多
く
の
住
民
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

全
建
総
連
の
第
60
回
定
期

大
会
が
、
10
月
30
日
～
11
月

1
日
に
熊
本
県
「
熊
本
市
民

会
館
」
を
主
会
場
と
し
て
全

国
か
ら
53
県
・
1
4
5
3
人

の
組
合
員
・
役
員
が
参
集
し

開
催
さ
れ
た
。
本
県
か
ら
は

松
田
県
連
会
長
、
丸
田
国
保

理
事
長
ら
役
員
、
事
務
局
長

の
9
名
が
参
加
し
た
。
開
催

当
日
は
、
第
59
期
の
事
業
報

告
に
つ
い
て
の
審
議
・
承
認
、

2
日
目
は
、
あ
ら
か
じ
め
指

定
さ
れ
た
分
科
会
に
分
か
れ
、

今
年
度
の
事
業
活
動
を
踏
ま

え
て
次
年
度
事
業
方
針
に
つ

い
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ

た
。
最
終
日
の
3
日
目
は
、

全
建
総
連
第
60
回
定
期
大
会

「
年
間
増
勢
を
力
に
、賃
金・単
価
引
き
上
げ
、

若
者
に
選
ば
れ
る
建
設
産
業
を
め
ざ
そ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
開
催

県域を越えて広がる支援の輪
長野県水害被災地応急木造仮設住宅建設に

県連より15名が就労支援

さ
れ
て
い
る
。

我
々
の
近
県
で
あ
る
長
野
県
に
お

い
て
も
、
千
曲
川
の
氾
濫
、
堤
防
決

壊
に
よ
り
5
名
の
死
者
と
約
９
，０

０
０
棟
に
及
ぶ
大
災
害
に
み
ま
わ
れ
、

新
幹
線
車
両
基
地
が
深
く
浸
水
し
た

ニ
ュ
ー
ス
映
像
は
記
憶
に
刻
ま
れ
て

い
る
。

長
野
県
水
害
被
災
地 

応
急
木
造
仮
設
住
宅
建
設
支
援

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
長
野

県
で
は
、
被
災
地
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
応
急
仮
設
住
宅
115
棟
の
建

設
が
決
定
し
、
内
55
棟
に
つ
い
て
は
、

我
々
の
仲
間
で
あ
る
長
野
県
建
設
労

働
組
合
連
合
会
が
担
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
災
直

後
の
混
乱
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
建

設
の
た
め
の
大
工
職
人
が
大
幅
に
不

足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
建
総
連

を
通
じ
、
建
設
の
た
め
の
就
労
支
援

要
請
が
北
陸
3
県
県
連
、
新
潟
、
関

東
地
区
県
連
に
な
さ
れ
、
遠
く
は
広

島
、
山
口
県
連
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

着
工
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
県
か

ら
は
15
名
の
組
合
員
が
呼
び
か
け
に

応
じ
、
応
急
木
造
仮
設
住
宅
建
設
支

援
の
た
め
汗
を
流
し
た
。

そ
し
て
11
月
23
日
に
は
予
定
通
り

完
成
し
、
11
月
末
に
県
に
引
き
渡
し

が
な
さ
れ
た
。

被
災
地
組
合
員
の
た
め
の 

支
援
金
の
贈
呈

台
風
19
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

我
々
の
仲
間
は
、
全
国
で
616
名
（
内

長
野
県
105
名
）
に
の
ぼ
り
、
被
災
さ

れ
た
組
合
員
の
一
助
と
す
る
た
め
、

全
建
総
連
を
通
じ
て
組
合
員
1
人
あ

た
り
60
円
の
支
援
金
の
要
請
が
あ
り
、

当
県
で
は
、
１
８
６
，４
８
０
円
を

全
建
総
連
に
預
託
し
た
。

ま
た
、
北
信
越
地
協
を
通
じ
た
支

援
と
し
て
当
県
か
ら
１
６
８
，０
０

０
円
（
組
合
員
1
人
あ
た
り
40
円
）

を
石
川
県
連
を
通
じ
贈
呈
し
た
。

◆
長
野
県
に
お
け
る
応
急
仮
設
木
造

住
宅
建
設
に
向
け
た
従
事
者
の
方
々

海
野
広
明
、
海
苔
利
行
、
岡
田
忠
、

海
野
義
明
、
八
倉
巻
馨
、
堺
谷
凌

（
魚
津
支
部
）、
釈
永
雄
次
郎
、
粟
田

次
年
度
の
活
動
方
針
の
審
議
・

承
認
が
な
さ
れ
、
建
設
国
保
の

育
成
・
強
化
、
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
登
録
推
進
、
建
設
業
の

働
き
方
改
革
対
応
、
会
計
予
算

案
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
。

ま
た
、
大
会
最
終
日
に
は
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
松
田
県
連

会
長
が
引
き
続
き
中
央
執
行
委

員
と
し
て
選
任
さ
れ
る
と
も
に
、

副
中
央
執
行
委
員
長
と
し
て
北

信
越
地
協
か
ら
石
川
県
連
会
長

の
松
本
吉
弘
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

続
い
て
功
労
者
へ
の
大
会
表
彰

授
与
式
が
行
わ
れ
、
本
県
か
ら

は
津
幡
正
秋
県
連
副
会
長
（
新

川
地
協
加
積
支
部
）
が
受
賞
し

た
。

哲
司
（
立
山
支
部
）、
奥
村
健
二
、

稗
苗
良
二
（
富
山
支
部
）、
青
木
修

二
、
飯
田
政
浩
（
水
橋
支
部
）、
橋

爪
隆
志
（
射
水
支
部
）、
横
尾
宗
憲

（
新
湊
支
部
）、
矢
倉
聖
司
（
城
端
支

部
）�

お
疲
れ
様
で
し
た

応急仮設住宅建設に参加して　富山支部　稗苗 良二

10 月 12 日夜、台風 19 号がもたらした猛烈な風雨によって
千曲川流域が氾濫し、人が、家々が、工場が濁流にのまれ、
多くの人々が家を失って避難生活を強いられました。その後、
仮設堤防の完成や交通再開、そして支援の輪が広がり、長野
県連からの大工職人募集の要請で、私は水橋支部の青木さ
んと長野に行くことにしました。

現場では1 週間前にすでに建方が終わり、形ができ始めていました。私たちは外
部板張り担当です。現場には全国から集まった50 ～ 60 人の大工さんが方言丸出し
で仕事に励んでおられ、その姿にあたかも自分の仕事のような気持ちになっていくの
が不思議で、朝礼、終礼のごとに他県の人たちと打ち解けるのに時間はかかりません
でした。その中でひときわ注目を集めたのは、山口県から親子で参加していた27 歳
の女性大工さんです。ヘルメットの後ろから短めのポニーテールを出し、スピード感
があって手際も良く、男子と比べても十分戦えていました。私の知り合いにも何人か
女性見習い大工がいるので、参考に聞かせたらきっと自信に繋がるでしょう。

1 週間という短い日々でしたが、人生で初めて自分の技術のかけらが人の役に立っ
たような気がして、参加させていただき感謝しています。災害は必ず起こります。家
族と自分の命を守る備えと心構えが大事だと、実感した長野でした。
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◀◀▲設計施行を担
当した「平屋の
家」と「黒い家」

◀◀素敵な空間が
広がるおしゃれ
なBar

◀◀「まるの小屋」と命名された
会社事務所。1年間仕事終
わりに少しずつ一人で作っ
た。もう少しで完成の予定。

旧新潟税関

▲▲月岡温泉「白玉の湯華鳳」の美人女将を入れて

◀◀伊藤邸見学風景

▶▶カメラアングルではありません
三角形状の伊藤邸別邸 ▲▲マンツーマンで指導する青年部員

参加した高校生と指導した各団体の皆さん

すっきりとしたデザインと断熱性
に優れ快適で長持ちする家づくり
新川地協　魚津支部
廣瀬 将人さん（41歳）

―
― 

青
年
部
が
建
築
大
工
部
門
の
講
師
と
し
て
参
加 

―
―

き
添
い
教
え
ま
し
た
。
ノ
ミ
と
さ
し

が
ね
は
授
業
で
使
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
実
際
に
私
た

ち
の
前
で
使
っ
て
も
ら
う
と
う
ま
く

使
え
な
か
っ
た
た
め
、
丁
寧
に
教
え

ま
し
た
。
釘
打
ち
は
上
手
な
生
徒
も

い
ま
し
た
。

授
業
の
最
後
に
は
、
生
徒
た
ち
と

話
し
合
い
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
か
ら
、
大
工
と
は
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
す
る
の
か
と
か
、
仕
事

の
大
変
さ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
質
問
さ

れ
ま
し
た
。
み
ん
な
大
工
と
い
う
仕

事
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
将
来

大
工
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

目
一
杯
持
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
い

県
下
工
業
高
校
２
校
合
同
の

未
来
授
業
２
０
１
９
が
開
催

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う

こ
と
か
ら
私
た
ち
も
教
え
甲
斐
が
あ

り
、
大
変
楽
し
く
教
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

将
来
、
教
え
た
生
徒
た
ち
が
大
工

に
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
青
年
部　

梧
桐
議
長
）

Ｑ　

現
在
の
会
社
を
立

ち
上
げ
る
ま
で
の
経
緯

は
？

Ａ　

最
初
に
入
社
し
た

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
は
2

年
で
退
職
。
そ
こ
は

100
％
プ
レ
カ
ッ
ト
だ
っ
た
た
め
、
実

践
の
現
場
で
は
墨
付
け
も
刻
み
も
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
プ
レ
カ
ッ
ト

だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
他
で
学

び
た
い
と
思
い
、
父
の
紹
介
で
地
元

魚
津
の
工
務
店
に
入
社
、
6
年
修
行

し
た
。
そ
の
後
、
父
が
経
営
す
る
廣

瀬
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
入
り
、
大
工
と
棟

梁
を
こ
な
し
な
が
ら
、
社
長
の
補
佐

や
設
計
、
現
場
管
理
、
営
業
な
ど
さ

ま
ざ
ま
兼
務
し
た
。
2
0
1
6
年
、

父
が
現
場
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
現
在
の
ま
る
工
務
店
株
式

会
社
へ
法
人
化
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

Ｑ　

家
を
建
て
る
と
き
の
こ
だ
わ
り

は
？

Ａ　

す
っ
き
り
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
、

断
熱
性
に
優
れ
快
適
に
住
め
る
、
強

く
て
長
持
ち
す
る
安
心
な
家
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。
以
前
、
有
名
建

築
家 

伊い

礼れ
い

智さ
と
し

氏
の
設
計
講
座
に
参

加
し
、
設
計
プ
ラ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
敢
闘
賞
を
い
た
だ
い
た
。
伊
礼
氏

の
設
計
デ
ザ
イ
ン
は
余
分
な
も
の
が

な
い
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴

だ
が
、
講
座
に
参
加
し
た
こ
と
で
私

自
身
の
家
づ
く
り
も
変
わ
っ
た
と
思

う
。
無
駄
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
し
、

天
井
を
低
く
し
て
家
の
重
心
を
下
げ

る
こ
と
で
安
定
感
が
増
し
、
視
点
も

横
に
広
が
り
を
も
た
せ
た
。
天
井
が

低
い
分
、
使
用
す
る
資
材
が
少
な
く

な
る
の
で
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
繋

が
っ
た
。

ま
た
最
近
で
は
、
家
具
や
建
具
に

興
味
が
あ
る
の
で
、
大
工
工
事
だ
け

で
な
く
部
屋
の
空
間
に
合
わ
せ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
家
具
や
キ
ッ
チ
ン
も

作
っ
て
い
る
。

Ｑ　

大
工
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
？

Ａ　

以
前
、
あ
る
保
育
所
で
県
産
材

を
使
っ
た
木
製
遊
具
の
設
計
施
工
を

Ｑ　

大
工
の
道
を
志
し
た
の
は
い
つ

か
ら
？

Ａ　

い
つ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
、
祖
父
と
父
が
大
工
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
漠
然
と
大
工
に
な
る
も

の
だ
と
考
え
て
い
た
。
自
分
で
も
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
柄
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
高
校
卒
業
後
、
婦
中

町
の
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
へ
就
職

し
た
。
そ
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
は
自

社
で
大
工
育
成
訓
練
学
校
を
も
っ
て

お
り
、
働
き
な
が
ら
建
築
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。

担
当
し
、
園
児
達
か
ら
毎
日
声
援
を

受
け
た
。
現
在
大
工
職
人
の
な
り
手

が
少
な
い
中
、
子
供
達
か
ら
「
大
工

さ
ん
っ
て
、
か
っ
こ
い
い
な
ぁ
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事
の
仕

方
や
振
る
舞
い
を
心
が
け
て
い
る
。

軽
ト
ラ
で
は
な
く
真
っ
赤
な
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
に
乗
っ
て
い
る
の
も
そ
の
一

つ
。
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
で
現
場
に
現
れ
、

颯
爽
と
仕
事
を
こ
な
す
姿
を
見
て
、

将
来
大
工
に
な
り
た
い
と
思
う
子
供

達
が
一
人
で
も
増
え
て
く
れ
た
ら
い

い
な
と
思
う
。

各種資格を取られた方はご確認ください
資格取得報奨金の申請を！

県連では、組合員で平成30年度 4月以降に資格を取得された方に、資格区分に
応じて報奨金（1万円～3千円）を支給しております。せっかくの制度ですので、ご活
用のほどお願いいたします。
なお、申請有効期間は資格取得日から3年以内です。支給対象とする資格は決まっ
ておりますので、県連ホームページでご確認願います。申請方法、申請書式は県連ホー
ムページからダウンロードできます。

お 知 ら せ

と
や
ま
古
民
家
伝
統
情
報
バ
ン
ク

秋
の
視
察
研
修
会
レ
ポ
ー
ト

～
越
後
の
豪
農
の
ス
ケ
ー
ル
に
驚
き
～

次
は
、「
旧
新
潟
関
税
庁
舎
」。
幕

末
の
開
港
五
港
の
う
ち
唯
一
現
存
す

る
税
関
庁
舎
で
あ
る
。
建
築
様
式
は

基
本
洋
風
建
築
だ
が
、
外
壁
は
な
ま

こ
壁
仕
様
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
当
時

の
大
工
が
見
よ
う
見
真
似
で
相
当
に

背
伸
び
し
て
洋
風
仕
様
に
し
た
こ
と

が
伺
い
知
れ
た
。

1
日
目
の
視
察
を
終
え
て
の
宿
泊

先
は
、
新
潟
を
代
表
す
る
温
泉
地
・

月
岡
温
泉
。
美
人
の
湯
と
お
い
し
い

料
理
や
酒
を
楽
し
ん
だ
一
夜
と
な
っ

た
。2

日
目
は
、

い
よ
い
よ
メ

イ
ン
の
視
察

地
で
あ
る
越

後
の
豪
農
の

館
へ
。
最
初

は
市
島
邸
で
、

敷
地
面
積
約

８
，０
０
０
坪
、
建
坪
約
600
坪
と
の

説
明
を
受
け
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ

に
驚
か
さ
れ
た
。
市
島
家
は
越
後
の

5
大
千
町
歩
地
主
（
千
町
歩
＝
１
０

０
０
ha
）
の
一
人
で
、
売
薬
業
や
海

産
物
販
売
、
金
融
業
に
よ
り
財
を
な

し
た
と
の
こ
と
。
さ
っ
そ
く
昭
和
初

期
建
造
の
屋
敷
を
巡
回
し
た
が
、
期

待
に
反
し
て
、
そ
の
た
た
ず
ま
い
は

豪
農
の
オ
ー
ラ
を
感
じ
さ
せ
な
い
質

素
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
を
案

内
者
に
尋
ね
る
と
、
時
の
当
主
は
、

学
問
、
文
学
、
美
術
へ
の
興
味
が
旺

盛
で
、
そ
ち
ら
の
方
へ
財
を
注
が
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
は
北
方
文
化
博
物
館
へ
。
市
島

家
と
同
じ
く
千
町
歩
地
主
の
一
角
で

あ
る
伊
藤
家
の
旧
邸
宅
が
寄
贈
さ
れ

造
ら
れ
た
博
物
館
で
あ
る
。
敷
地
、

建
物
と
も
市
島
邸
を
上
回
る
規
模
で

あ
り
、
当
時
の
豪
農
の
力
を
伺
い
知

る
こ
と
が
出
来
た
。
例
え
ば
、
庭
園

を
観
る
た
め
の
縁
側
ひ
さ
し
は
、
視

界
が
柱
で
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
梁

材
と
し
て
16
間
の
一
本
も
の
の
杉
を

福
島
か
ら
取
り
寄
せ
使
用
し
た
り
、

別
邸
と
し
て
三
角
形
状
の
建
屋
、
け

や
き
材
で
作
ら
れ
た
来
客
専
用
の
玄

関
な
ど
、
遊
び
心
を
取
り
入
れ
た
期

待
を
裏
切
ら
な
い
豪
農
ら
し
い
邸
宅

で
あ
っ
た
。

市
島
邸
と
伊
藤
邸
、
同
じ
豪
農
と

は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や
生

き
方
が
色
濃
く
反
映
し
た
館
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
視
察
研
修

で
あ
っ
た
。

10
月
23
日（
水
）・
24
日（
木
）の
両

日
、
13
名
の
参
加
の
下
、「
新
潟
の

豪
農
の
館
」
視
察
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

一
行
が
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、

「
今
代
司
酒
蔵
」。
飲
み
比
べ
コ
ー

ナ
ー
で
純
米
酒
が
楽
し
め
る
な
ど
、

酒
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
視
察
地
で

あ
っ
た
。

11
月
22
日（
金
）
高
岡
工

芸
高
校
に
お
い
て
、
富
山
県

高
校
建
築
志
の
未
来
授
業
２

０
１
９
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

高
岡
工
芸
高
校
と
富
山
工
業

高
校
の
１
年
生
140
名
が
大
工
、

左
官
、
瓦
、
板
金
な
ど
7
部

門
に
分
か
れ
て
授
業
を
受
け
、

内
27
名
を
私
た
ち
建
築
組
合

が
担
当
し
教
え
ま
し
た
。
午

前
中
の
２
時
間
で
13
名
を
、

午
後
の
2
時
間
で
14
名
を
担

当
し
ま
し
た
。

授
業
の
テ
ー
マ
は
「
小
さ

な
小
屋
組
み
を
つ
く
る
」
で
、

梁
や
束
な
ど
１
人
に
１
つ
の

材
料
を
1
人
の
組
合
員
が
付
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投
稿
記
事
を
大
募
集
！

親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り
を
目
指
し
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
記
事
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

写
真
（
ペ
ッ
ト
・
孫
・
風
景
・
作
品

な
ど
）、
趣
味
紹
介
、
地
域
自
慢

な
ど
何
で
も
Ｏ
Ｋ
。

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

富山地協　岩瀬支部
布目  健真

今
回
記
事
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
、
富
山
地
協
岩
瀬
支
部
の
布
目
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
が
組
合
に
入
会
し
た
の
は
、
今

か
ら
約
15
年
前
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
入
会
し
た
当
初
の
目
的
は
保
険

の
た
め
だ
け
で
し
た
。
な
ぜ
保
険
の

た
め
だ
け
だ
っ
た
の
か
と
い
う
の
は
、

一
つ
に
、
叔
父
が
組
合
に
入
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
休
み
の
日
ま

で
顔
を
合
わ
せ
る
の
は
嫌
だ
な
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
7
年
前
に
変
化
が
訪
れ

ま
し
た
。
私
自
身
の
年
齢
は
30
近
く

で
し
た
が
、
周
り
に
は
年
配
の
方
し

か
い
な
か
っ
た
た
め
、
同
世
代
の
知

り
合
い
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

は
そ
れ
で
仕
事
の
こ
と
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
、
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ

て
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
同
世
代
の

知
り
合
い
が
欲
し
い
と
強
く
思
っ
て

い
た
時
期
で
し
た
。
も
し
組
合
活
動

に
参
加
す
れ
ば
知
り
合
い
も
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
な
が
ら
も
、

行
動
に
移
す
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
ん

な
時
、
私
の
所
に
新
年
会
の
話
が
あ

り
、
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

新
年
会
で
は
当
時
の
青
年
部
長
さ

ん
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

●
物
故
会
員
名

（
令
和
元
年
10
月
3
日
～
12
月
12
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

城

端

坂
井　
　

隆

72
歳

射

水

大
井　

重
雄

68
歳

富

山

岡
本　

正
信

88
歳

以
上
3
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

全
建
総
連
第

60
回
定
期
大
会

が
、
10
月
30
日

（
水
）か
ら
3
日
間

の
日
程
で
、
熊
本

市
「
熊
本
市
民

会
館
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
保
障
対
策
分
科
会
は
大
会
2
日

目
に
開
催
さ
れ
、
代
議
員
な
ど
県

連
・
組
合
47
県
連
組
織
196
名
が
参
加

し
、
松
尾
社
保
対
部
長
か
ら
の
議
案

提
案
を
経
て
、
情
勢
・
運
動
方
針
に

つ
い
て
の
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
特
別
報
告
と
し
て
、
香
川
県

建
設
国
保
組
合
か
ら
「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
や
保
険
者
イ
ン
セ
ン

テ
イ
ブ
へ
の
取
り
組
み
」、
佐
賀
県
連

か
ら
「
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
へ
の
取
り

組
み
」
の
体
験
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

当
国
保
か
ら
は
、
丸
田
理
事
長
、

髙
見
常
務
理
事
、
山
本
事
務
局
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

11
月
20
日（
水
）午
後
1
時
30
分

よ
り
、
東
京
・
日
比
谷
公
園
大
音
楽

堂
に
て
、「
全
建
総
連
11
・
20
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
・
予
算
要
求
中

全
建
総
連
定
期
大
会

社
会
保
障
対
策
分
科
会

国
保
組
合
予
算
要
求

中
央
総
決
起
大
会

央
総
決
起
大
会
」
が
、
全
国
50
県

連
・
組
合
３
，５
６
６
人
が
結
集
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
三
男
中
央
執
行
委
員
長
に
よ

る
主
催
者
挨
拶
、
勝
野
書
記
長
の
基

調
報
告
が
あ
り
、
建
設
国
保
の
育
成

強
化
な
ど
諸
要
求
を
駆
け
つ
け
た
衆

参
の
各
党
国
会
議
員
に
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
交
渉
団
に
よ
る
財
務
・
厚
労
・

国
交
・
国
税
等
の
省
庁
要
請
を
行
い
、

大
会
終
了
後
は
東
京
駅
ま
で
の
デ
モ

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
県
か
ら
は
、
県
連
は
松
田
会
長
・

本
居
事
務
局
長
、
国
保
は
丸
田
理
事

長
・
高
見
常
務
理
事
・
山
本
事
務
局

長
が
参
加
し
、
総
決
起
大
会
後
に
地

元
国
会
議
員
要
請
行
動
と
し
て
、
国

会
対
策
副
委
員
長
の
田
畑
裕
明
衆
議

院
議
員
、
幹
事
長
代
行
の
野
上
浩
太

郎
参
議
院
議
員
を
議
員
会
館
事
務
所

へ
出
向
き
、
田
畑
事
務
所
で
は
木
屋

路
秘
書
と
野
上
事
務
所
で
は
野
村
秘

書
と
面
談
し
て
建
築
業
の
窮
状
を
説

明
し
、
国
保
組
合
へ
の
来
年
度
予
算

確
保
に
向
け
た
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

国
保
組
合
に
対
す
る
国
庫
補
助
の

現
行
水
準
確
保
を
求
め
る
“
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
（
秋
）”
を
全
国
の
仲
間

と
共
に
組
合
員
一
人
2
枚
記
載
運
動

で
取
り
組
ん
だ
結
果
、
目
標
枚
数

100
％
超
え
と
な
る
７
，６
５４

枚
が

予
算
確
保
に
向
け
た

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

『脂質異常症』は、脂質でドロドロに
なった血液成分が血管壁に入り込んで、
血管壁を厚くしたり、厚くなった血管壁が
破裂して血管をふさいだりして、血液の流
れを阻害する病気です。

～重症化予防のポイント～
□ 高血圧などほかの病気も治療する
□ ‌�週に1度は30分以上の有酸素運動を 

行う
□ ‌�コレステロールの多い食べ物や生成し

やすい食べ物を控える
□ 脂っこいものをとり過ぎない

結
集
で
き
ま
し
た
。
我
々
の
要
望
を

厚
労
省
と
財
務
省
に
届
け
る
た
め
11

月
22
日
に
投
函
し
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、

当
国
保
組
合
の

丸
田
和
重
理
事

長
が
、
富
山
県

国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
よ
り
令
和
元
年
度
国
保

事
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

富
山
県
建
設
国
保
組
合
法
令
遵
守

実
践
計
画
に
基
づ
く
、
2
0
1
9
年

度
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る

体
制
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
報
告
い

た
し
ま
す
。

・
法
令
遵
守
担
当
理
事

�

髙
見
雅
志
常
務
理
事

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
責
任
者

�

山
本
芳
晴
事
務
局
長

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
管
理
者

�

水
橋
有
美
給
付
係
長

・
機
密
文
書
管
理
統
括
責
任
者

�

山
本
芳
晴
事
務
局
長

・
機
密
文
書
管
理
責
任
者

�

水
橋
有
美
給
付
係
長

県
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
刷
新
さ

れ
た
機
会
に
併
せ
、
当
建
設
国
保
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
組
み
込
ま
れ
た
仕

様
と
な
っ
て
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

富
山
県
国
保
団
体
連
合
会
功
労
者
表
彰

法
令
遵
守（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
）実
践
計
画
に
つ
い
て

建
設
国
保
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

健康・体力づくりの
第3回　脂質異常症について

すすめ

放っておくと、動脈硬化症を進行させ、
心臓病や脳卒中を起こしてしまいます。

組
合
活
動
を
通
し
て

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
同

世
代
の
人
た
ち
と
話
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
元
々
、
自
分
か
ら
進

ん
で
話
を
す
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
の

で
溶
け
込
む
の
に
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
今
で
は
富
山
地
協
以
外
の

人
た
ち
と
も
交
流
し
始
め
、
仕
事
の

話
は
も
ち
ろ
ん
、
く
だ
ら
な
い
こ
と

で
も
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
組
合
活
動
で
す
が
、
個
人
的

な
感
想
で
言
え
ば
、
も
っ
と
早
く
か

ら
参
加
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
参

加
し
て
、
縦
と
横
の
つ
な
が
り
を
広

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
も
っ
と
多

く
の
方
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
頑

張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あなたの技でチャレンジしてみませんか
全国青年技能競技大会出場者募集
と　　き／令和2年9月 19 日～ 21 日
と こ ろ／群馬県高崎市 「G メッセ群馬」
出場資格／建築大工で36 歳以下の組合員

なお、4月に大会にむけての勉強会、5月に予選会を予定しています。
詳しくは、2月頃にホームページ等で案内します。

スマホ・携帯・カーナビ等の
「ながら運転」罰則強化！！

仕事の段取りなどスマホ（携帯）を多用する建築職人は要注意！！

道路交通法が改正され、運転中に携帯電話や 
スマートフォン、カーナビ装置などを使用したり 
注視する「ながら」運転への罰則が強化されました。

施行日は、2019年12月1日です。

携帯電話使用等 改正前 改正後

交通の危険を
生じさせた場合

【罰　　則】
 3ヶ月以下の懲役又は
5万円以下の罰金
【違反点数】
 2点
（酒気帯び点数14点）
【反 則 金】
普通車9,000円 等

【罰　　則】
1年以下の懲役又は30万円以下の
罰金

【違反点数】
6点→免許停止

（酒気帯び点数16点）→免許取消し
【非反則行為となり、全て罰則が適用
されることになります】

保　持

【罰　　則】
5万円以下の罰金
【違反点数】
1点
（酒気帯び点数14点）
【反 則 金】
大型車7,000円
普通車6,000円
二輪車6,000円
原付車5,000円

【罰　　則】
6ヶ月以下の懲役又は10万円以下の
罰金

【違反点数】
3点（酒気帯び点数15点）→免許取消し

【反 則 金】
大型車25,000円
普通車18,000円
二輪車15,000円
原付車12,000円

近年は

女性も多く

参加
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▲▲優勝した▲
立山Aチーム

試合風景

30歳ころの澤田さん　最上段の右から３人目

高岡地協　氷見支部　澤田 忠幸

私
は
、
昭
和
59
年
30
歳
の
時
に
氷

見
市
消
防
分
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

若
か
り
し
頃
の
私
は
、
先
輩
分
団
員

の
背
中
を
が
む
し
ゃ
ら
に
追
う
こ
と

で
精
一
杯
で
し
た
。

そ
ん
な
私
も
、
時
が
経
つ
の
も
早

い
も
の
で
平
成
26
年
9
月
に
宇
波
分

団
長
に
任
命
さ
れ
、
4
年
間
の
職
務

を
全
う
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
時
点
で
の
分
団
員
は
40
名
。
職
業

も
大
工
・
漁
師
の
職
人
や
会
社
員
な

ど
様
々
で
あ
り
ま
す
。

分
団
長
の
仕
事
は
、
市
消
防
署
で

行
わ
れ
る
分
団
長
会
議
に
出
席
す
る

ほ
か
、
地
域
住
民
の
安
全
と
災
害
時

の
人
命
救
助
で
す
。
人
の
命
と
い
う

財
産
を
守
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
日

中
の
火
災
・
災
害
時
に
は
、
仕
事
を

途
中
で
取
り
や
め
て
現
地
に
向
か
う

の
が
大
変
で
し
た
。

毎
年
の
恒
例
行
事
は
、
年
末
警
戒

と
年
始
の
市
消
防
出
初
め
式
で
す
。

12
月
29
日
に
私
を
含
め
各
地
区
の
分

団
員
数
名
が
ポ
ン
プ
車
に
乗
り
込
み
、

宇
波
地
区
7
カ
所
を
回
り
ま
す
。
各

公
民
館
や
屯
所
で
待
機
し
て
い
る
地

区
役
員
に
警
戒
を
確
認
す
る
と
い
う
、

気
の
引
き
締
ま
る
仕
事
で
す
。
1
月

4
日
は
市
消
防
出
初
め
式
。
北
の
橋

川
沿
い
に
は
各
分
団
の
ポ
ン
プ
車
が

並
び
、
水
揚
げ
を
終
え
る
と
25
台
が

一
斉
に
放
水
を
開
始
し
ま
す
。

『
う
ぉ
ー
圧
巻
だ
』
と
、
大
勢
の
市

民
か
ら
奇
声
が
飛
び
交
い
ま
す
。

昨
年
の
平
成
30
年
6
月
24
日
に
は
、

市
走
法
大
会
で
我
が
分
団
が
灘
浦
地

区
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
元
、
宇
波
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
毎
夜
数
十
名
が
集
ま
り

練
習
し
ま
し
た
。
4
年
に
1
度
の
出

場
な
の
で
、
勘
を
取
り
戻
す
の
に
必

死
で
す
。『
こ
こ
は
こ
う
し
た
方
が

い
い
ぞ
』『
こ
っ
ち
の
方
が
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
よ
』
と
い
っ
た
具
合
に
、

団
員
は
作
業
を
確
認
し
合
っ
て
く
れ
、

お
陰
様
で
好
成
績
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
私
の
4
年
間
は
瞬
く
間

に
終
わ
り
ま
し
た
。
本
当
に
分
団
員

に
支
え
ら
れ
た
こ
と
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
宇
波
分
団
の
活
動
は
続

き
ま
す
が
、
分
団
員
や
そ
の
ご
家
族

と
顔
を
合
わ
す
機
会
が
あ
れ
ば
、
明

る
く
元
気
に
声
を
掛
け
続
け
よ
う
と

思
い
ま
す
。

●タテのキー
②冬の典型的気圧配置
③冬の風はこっちから吹く
⑤ヨコ㉕が0℃未満の日
⑥「参りました」
⑧○○座は12月生まれが多い
⑪あったら入りたい
⑬一定の期間内であれば違約金なしで

契約解除ができる
⑮意味を調べるなら
⑯別名「鶴の恩返し」
⑰パンドラの○○、○○舟
⑳オリックスと合併した、大阪○○○○

バッファローズ
㉓春夏秋冬
㉔⇔北上
㉕だます犯罪
㉖くつろぐための部屋
㉗松・○○・梅

●ヨコのキー
①卒業生にみんなで○○○○すればもう

春
④両側から手を入れて寒さを防ぐ筒状の

服飾小物
⑦お祝い用の魚
⑨通せん坊とは○○○を阻むこと
⑩冬おいしいチョコベースの飲み物
⑫ブレスレットをするのは
⑭○○○の美しい和服の女性
⑯鍋の蓋あけたら出てくる
⑰平和の象徴
⑱獣を狩ること
⑲皇族が住んでる
㉑○○丼とは醤油だれにマグロを漬け込

んで散らしたもの
㉒○○を仰げば、冬の空は澄んでる
㉓赤は止まれ
㉕熱帯夜とはこれが25℃以下にさがらな

い晩

しもやけに注意
解答欄 A B C D E

㉘男性にとっての配偶者
㉙飲み過ぎました

●先回の解答　イワシグモ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の5名の方に決定
しました。�
〈当選者名〉（敬称略）�
南保　幸吉（入善）　　平田　奉文（呉羽）
石田　忠敬（高岡）　　西谷　隆志（西高岡）
山﨑　昭義（福野）

●応募方法　Ａ〜Eの文字を順番に並べてできた
言葉（解答）と住所・支部名・氏名・年齢・電話番号
を記入の上、下記までお送りください。FAXでも受
け付けます。５名様（正解者多数の場合は抽選）に
1,000円分の図書券を進呈します。解答と当選者
は匠202号で発表します。

●応募締切日　2020年2月25日（火）消印有効
●送付先
・〒939-8251　富山市西荒屋25-4▲
富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係

・FAX：076-428-8277

地
域
を
守
っ
て
35
年

消
防
団
の
思
い
出

　
富
山
市
立
山
室
小
学
校
１
年

横よ
こ

畑は
た

水み
ず

葵き

さ
ん

●今回のお父さん
富山地協　四方支部　横畑 友彦さん

　
わ
た
し
の
パ
パ
は
、
ち
か
ら

も
ち
で
、
お
も
し
ろ
く
て
、
た

ま
に
こ
わ
い
パ
パ
で
す
。
　
　

　
パ
パ
は
、
だ
い
く
さ
ん
の
な

か
で
も
、
と
っ
て
も
ち
か
ら
も

ち
で
、
お
も
た
い
も
の
も
か
ん

た
ん
に
も
ち
あ
げ
ま
す
。
パ
パ

が
お
し
ご
と
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
み
た
と
き
は
、
た
か
い
と

こ
ろ
に
の
ぼ
っ
て
、
た
く
さ
ん

の
ク
ギ
を
う
っ
て
い
た
り
し

て
、
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
パ
パ
は
、
お
し
ご
と
か
ら
か

え
っ
て
く
る
と
、
か
な
ら
ず
お
か

し
を
た
べ
な
が
ら
、
ビ
ー
ル
を
の

ん
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
ま
す
。
わ

た
し
も
パ
パ
と
い
っ
し
ょ
に
お
か

し
を
た
べ
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る

と
、「
ご
は
ん
た
べ
れ
な
く
な
る

か
ら
、
み
ず
き
だ
け
お
か
し
は
ダ

メ
。」
と
い
っ
て
、
い
じ
わ
る
パ

パ
に
へ
ん
し
ん
し
ま
す
。
で
も
、

パ
パ
も
マ
マ
に
「
パ
パ
も
お
か
し

は
も
う
ダ
メ
。」
と
い
っ
て
お
こ

ら
れ
て
い
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
パ
パ
は
、
お
う
ち
で
だ
っ
こ
し

て
く
れ
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
お
ふ

ろ
に
は
い
っ
て
く
れ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
お
は
な
し
や
う
た
を
お
し
え

て
く
れ
る
、
と
て
も
や
さ
し
く

て
、
お
も
し
ろ
い
パ
パ
で
す
。
　

　
あ
さ
は
や
く
お
し
ご
と
に
い
っ

て
し
ま
う
か
ら
、
よ
る
し
か
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
べ
な
い
け
ど
、
わ
た

し
は
パ
パ
が
か
え
っ
て
き
て
く
れ

る
の
を
た
の
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
が
っ
こ
う
で
お
べ
ん

き
ょ
う
が
ん
ば
っ
て
く
る
か
ら
、

パ
パ
も
お
し
ご
と
が
ん
ば
っ
て

ね
。
い
つ
も
、
お
し
ご
と
か
ら
は

や
く
か
え
っ
て
く
る
の
ま
っ
て
る

ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
山
A

優勝  立山A
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上
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ビーチボール大会

建 青 協

立山Aチームが優勝!!

開催日：10月26日（土）9時～
場　所：�東富山体育館
参加チーム：11 支部 16チーム

〈成績〉	 優勝　立山 A チーム
	 ２位　砺波 A チーム
	 ３位　上市 A チーム
	 〃 　八尾 A チーム

第29回

〈決勝トーナメント〉

県連ホームページが

リニューアルしました！

◦�スマートフォンにも対応し各段に見やす
くなりました

◦�国保の加入手続きや保険料等の内容を
新規に掲載

◦地域組合・県連の諸活動の紹介
◦資格取得に関する情報を掲載
◦青年部活動の紹介
◦各種取扱い保険、建退共等の案内

ホームページ検索は
http://www.kenchiku-toyama.com

または、「富山県建築組合連合会HP」

一度オープンして

みてください！
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